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　　　　　　　　　　　流星課月例報告（76）

　　　　　　　　　　　　課長　小愼孝二郎

　10月に入りて上旬から月末まで病臥した爲，流星観測の整理出面す，そのま

Nになり，まことに申諜ない．昨今より身禮全く回復したので，再び活動を開

始したいと思ってみる．（小横）

　　　　　　　　　　　×　×　×
　前回報告後，報告の到着したものは，實疵痕の9月分の観測，吉井氏の8・9月

分の観測の外に，激しく松橋高四郎氏（東京市）の10月分の観測がある．この他

本田，堀田，前田（藤子）其他の方から火球報告があった．血温に吉井氏の流星

爲翼（8月11－12日）二個が報告されてるる・其の一は見事な光度攣化があらは

れてみる．

　10月のオリオン流星群は咋年異常な出現を示して歯入を驚かしたものである

が，本年は月明の爲光度の観測は出面なかった，小幅（茂代）が21日及23日の爾

朝月明を冒して観測したところによると0等以上の強光のものも若干あり，少

くとも例年以下の出現でばなかった様である，23日には金星程度のものも一個

あった由．（11月4日記）

　　　　　　　　　　　遊星　面　課　月　報

　（9月）

　9月に入っても氣流欣態は恢復しない．時局の反映とも思はれないが，遊星

面のスケッチは全然集まらなV・．木星は，小口維でも，相當面白V・結果が見ら

れるから，槻測して頂き度V・．1937年度の火星見取圖は，日下整理をしつつあ
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るから，「天界」近號に磯表出去る豫定．

　（10月）

　誠に淋しV・10月であった．花山で研究中の渡邊恒夫氏が，令兄夫妻が前沼さ

れたので7已を得す蹄省された．然し同氏はフ貯蓄後，15cmの反射鏡で，木

星，土星，金星のスケッチ合計12枚を回付された．やらうと決心すれば10～15

cmの器械には，木星，土星，金星と，目標は決して不足するものではなV・．渡

邊氏のやうな人が二人も三人も出て実れるのを待って居る．少し興が乗れば，

遊星二二面白いものはない．

攣光星課報告（41）

　倉敷　小山秋雄

1937年8月一10月の観測報告撒　（天界197號の績き）
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　此の二つの表より指摘できる主なるものは，

昨年度より一千も多く観測し総数の三分を僅

に越へた木邊氏の＃A測があったにも拘らす総

数が昨年度より一干以上減少した事及襯測者

が三分の二になった黙であらう・三三の長期

化，更にその掻大の見透しの下では，さSや

かな我々の仕事も天界に突記事でも生ぜぬ限
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太陽課羅相乗撒報告（1937年10月）
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＊伊達氏24目は悪氣流のれめ不能．

囹沓掛氏は緯度な，正村氏は肉眼に見え象4群秘附言巳されてるます．

園今回より黄道光の本田實氏（廣島縣沼隈郡瀬戸村黄道光観測所）たお迎へしまし7：．

団原稿締切の都含上御報告はなろべく至急にお逸り下さい．　　一P一
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　　　　　　　　　　　　11月號の正誤

11月號所載の1937年9月の太陽課黒黙晶晶数報告申下の如く一部訂正い†こします．

後藤氏（佐賀）

三宅氏（豊中）

大石氏（静岡）

　11　17
森久保氏（横濱）

　ク　　　　　〃

9月2日のオ目封数怨

9月目相封藪：卒均か

9月26日の相1戸数か

9月の相封藪李均71e

9月「2日の才目封歎ゐρ

9月の網封数準謝罪・

］81

125

105

98

1e8

×15

　本誌上の月例報告は毎回一慮ば御原簿とお引合ぜの上，間違ひがございましf；ら御遽報

暫下さるようお願ひ申し上むデます，

　ま1：ブレテンi：載ぜる†こめお名前の正しい讃み方tterk　UJ　fこいご思ひまず・次回御報告の

こき御姓名に（ま／こ讃み難い地名にも）振假勇略おつけ下さV’．　　　　一P一

驚1937　a

1937　b

1937　c

1937　d

1937　e

1937　f

1937　g

1937　li

今年初以來磯見された彗星一覧表
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星
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ツ
新
“
触

1月31日

2月7日
〃　27日

4月6白

ク　30U

7月4日

8月4H
9月3日

13等級

12　0

7　！1

13　e

7ク
13　i1

18　il

融
融
國
洲
國
國
，
國
平

岡
　
　
躯

静
磁
波
竪
米
ス
米
米

清水　虞一氏　嚢見

ホイプル氏〃
ヰ　ル　ク　氏〃

ゲ　1　ル氏ク

カ＝ガム氏〃

フインスラ民〃

ホ　ブ　ル氏〃

ジエフアス氏〃

　　　　　　　　　　　　瀬　戸　だ　よ　リ

　10日ばかり，いい臨海が績いたと思ったら，また此頃は蓮日の陰曇さです・

N本海を通る小帯氣歴が，かなりまで影響するらしいです．反封に四國沖のも

のは，其の割に感じません．勿論，不連績線を引つ張ってみなV・時のことです

が………

　建物の北側に，訓諭掲揚柱が建てられました．本田さんが，何虚からか生の

松の木を貰って志ました．約7米突で，素晴しいものです．山陽線で輻山一赤

坂間を通られたときは，多分見えるでせう．11月3日の明治飾には，早朝本田

さんが，一人で君が代を奉唱しながら掲揚されました．爽秋の星見山頂高く，

大國旗の麟へってみる光景を御想像下さv・．　　　　・一・一一一Q。c生一


